
静
岡

県
国
土

強
靱
化
地

域
計
画
（
案
）
～
策
定
の

趣
旨

～

東
日
本
大
震
災
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
踏
ま
え
た
国
の
取
組

平
成

2
5
年

12
月

：
従

来
の

「
防

災
」の

範
囲

を
超

え
て

、
国

土
政

策
・
産

業
政

策
を

も
含

め
た

総
合

的
な

対
応

を
行

っ
て

い
く

た
め

、
国
土
強
靱
化
基
本
法
を
制
定

。
平

成
2
6
年

6
月

：
国

土
強

靱
化

基
本

計
画

の
策

定
と

と
も

に
、

地
方

自
治

体
に

よ
る
地
域
計
画
の
策
定
を
促
進

。

資
料
２

１

国
土
強
靱
化
に
向
け
た
本
県
の
こ
れ
ま
で
の
取
組

本
県

は
、

東
海

地
震

（
Ｍ

８
）
を

前
提

に
3
5年

以
上
に
わ
た
っ
て
災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
日
本
一
の
防
災
先
進
県
。

東
日

本
大

震
災

か
ら

得
ら

れ
た

教
訓

を
踏

ま
え

、
・
事

前
復

興
の

考
え

方
に

基
づ

き
、

防
災

・
減

災
と

地
域

成
長

を
両

立
さ

せ
た
「
内
陸
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
を
拓
く
取
組
、

・
最

大
ク

ラ
ス

の
「
南

海
ト
ラ

フ
巨

大
地

震
（
Ｍ

９
）
」
(発

生
頻

度
は

極
め

て
低

い
）
等

を
対

象
と

し
た
第
４
次
地
震
被
害
想
定
、

・
想

定
さ

れ
る

犠
牲

者
を

今
後

1
0
年

間
で

8
割

減
少

さ
せ

る
こ

と
を

目
指

す
「
地
震
・
津
波
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
１
３
」

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

全
国
の
モ
デ
ル
と
し
て
の
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
の
策
定

先
進
的
取
組
を
活
か
し
、
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
を
、
い
ち
早
く
策
定
。

○
我

が
国

の
基

幹
的

な
東

西
交

通
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

が
集

中
す

る
本
県
を
強
靭
化
す
る
こ
と
は

、
日

本
全

体
の

経
済

活
動

や
首

都
機

能
の

維
持

等
、
日
本
国
全
体
の
国
土
強
靱
化
の
重
要
な
役
割
を
果
た
す

。
○

本
県

の
先

進
的

な
取

組
を

法
定

計
画

に
位

置
づ

け
、
国
と
課
題
を
共
有
し
、
施
策
を
積
極
的
に
提
言
す
る

。
○
国
の
支
援
策
の
最
大
限
の
活
用
や
、
国
に
よ
る
実
施
を
要
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
施
策
を
着
実
に
推
進
す
る

。

＜
国
等
に
よ
る
取
組
が
必
要
な
施
策
＞

・
富

士
山

静
岡

空
港

の
大

規
模

な
広

域
防

災
拠

点
と

し
て

の
活

用
や

首
都

圏
空

港
の

代
替

機
能

を
高

め
る

新
幹

線
新

駅
の

設
置

・
基

幹
的

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
集

中
す

る
由

比
地

区
の

土
砂

災
害

対
策

・
伊

豆
縦

貫
自

動
車

道
を

は
じ

め
と

す
る

高
規

格
幹

線
道

路
の

整
備

な
ど



静
岡

県
国
土

強
靱
化
地

域
計
画
（
案
）

～
計

画
（案

）
の
概
要
～

基
本
理
念

「
美
し
く
、
強
く
、
し
な
や
か
な

“
ふ
じ
の
く
に
”
づ
く
り
」

○
防

災
・
減

災
と

地
域

成
長

を
両

立
さ

せ
た

美
し

く
品

格
の

あ
る

地
域

づ
く

り
を

進
め

る
○

地
域

の
実

情
を

踏
ま

え
、

自
然

と
の

共
生

、
環

境
と

の
調

和
、

美
し

い
景

観
の

創
造

と
保

全
を

図
る

位
置
づ
け

国
土

強
靱

化
基

本
法

第
1
3
条

に
基

づ
く

計
画

で
、

本
県

の
国

土
強

靱
化

に
係

る
他

の
計

画
等

の
指

針
と

な
る

べ
き

も
の

４
０
の

起
き
て
は
な
ら
な
い
最

悪
の
事
態

⇒
回
避
す
る
た
め
の

施
策
の

脆
弱
性

の
評
価

１
４
の

重
点
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
選
定
と
こ
れ
を
推

進
す
る
た
め
の

10
8の

主
要

な
取

組
○

4
0
の

起
き

て
は

な
ら

な
い

最
悪

の
事

態
を

回
避

す
る

た
め

の
施

策
群

(プ
ロ

グ
ラ

ム
）
の

内
、
影

響
の
大
き
さ
等
か

ら
1
4
を
重
点
化

○
地

震
・
津

波
対

策
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

で
実

施
し

て
い

る
1
0
8
の

取
組

を
主

要
な

取
組

と
し

て
整

理
○

今
後

、
本

計
画

の
施

策
の

推
進

方
針

等
に

基
づ

き
、

必
要

な
取

組
み

を
追

加
し

な
が

ら
、

計
画

的
に

推
進

す
る

。

脆
弱

性
評
価

に
基
づ
く
配

慮
す
べ

き
重
要

課
題

キ
ー
ワ
ー
ド

(1
) 

事
前

復
興

の
視

点
を

取
り

入
れ

た
安

全
・
安

心
で

魅
力

あ
る

地
域

づ
く

り
「
内

陸
の

フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

」
を

拓
く

取
組

(2
) 
ハ

ー
ド

対
策

と
ソ

フ
ト
対

策
の

効
果

的
な

連
携

静
岡

モ
デ

ル
、

森
の

防
潮

堤
、

命
山

、
避

難
計

画
(3

)
超

広
域

災
害

に
備

え
た

地
域

防
災

力
の

強
化

、
民

間
と

の
連

携
住

宅
の

耐
震

化
、

人
材

育
成

、
事

業
継

続
計

画
(4

) 
行

政
、

情
報

通
信

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

等
の

代
替

性
・
多

重
性

の
確

保
非

常
用

電
源

、
S
N

S
、

分
散

自
立

型
エ

ネ
ル

ギ
ー

(5
) 

基
幹

的
交

通
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の
機

能
確

保
、

代
替

性
確

保
及

び
輸

送
モ

ー
ド

相
互

の
連

携
富

士
山

静
岡

空
港

、
高

規
格

幹
線

道
路

施
策

の
推
進

方
針

9つ
の

分
野
別
に
具

体
の
施

策
方
針

を
整

理
(1

)
行

政
：
防

災
拠
点
施
設
の
安
全
確
保
・機

能
強
化

、
消

防
施

設
・
設

備
の

充
実

(2
) 
地

域
政

策
等

：
沿

岸
・都

市
部
の
再
生

、
内
陸
・高

台
部
の
革
新

、
地
域
連
携
軸
の
形
成

、
分
散
自
立
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

の
推

進
(3

) 
く

ら
し

・
環

境
：
住

宅
・
建
築
物
の
耐
震
化

、
被

災
者

の
住

宅
支

援
、

災
害

廃
棄

物
処

理
体

制
の

見
直

し
(4

) 
文

化
・
観

光
：

市
町

の
観

光
危

機
管

理
計

画
の

策
定

促
進

、
観

光
関

係
者

の
意

識
啓

発
(5

) 
健

康
福

祉
：

医
療

・
福

祉
施

設
の

機
能

確
保

、
医

療
救

護
体

制
の

整
備

、
被

災
者

支
援

(6
) 
経

済
産

業
：

救
援

物
資

の
受

入
れ

、
事

業
所
の
防
災
対
策

、
雇

用
対

策
(7

) 
交

通
基

盤
：

津
波

対
策
（静

岡
モ
デ
ル
、
森
の
防
潮
堤
等
）
、
陸
・海

・空
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
強

化
（
新
幹
線
新
駅
）
、

土
砂

災
害

対
策

、
水

害
対

策
、

農
林

水
産

業
に

係
る

生
産

基
盤

等
の

防
災

対
策

(8
) 
危

機
管

理
：
大

規
模

な
広
域
防
災
拠
点

の
整

備
・
活

用
、
津

波
避
難
施
設
整
備

、
避
難
計
画

、
情
報
伝
達
手
段
の
多
様
化

、
火

山
噴

火
対

策
、
地

域
防
災
力
の
強
化

、
防
災
人
材
の
育
成
・活

用
(9

) 
教

育
：

学
校

施
設

の
耐

震
化

・
防

災
機

能
強

化
、
防
災
教
育

、
防

災
訓

練
へ

の
参

加
促

進

２
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 ＜
起
き
て
は
な
ら
な
い
最
悪
の
事
態
（
リ
ス
ク
シ
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リ
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）
一
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＞
 
 

 
 

 

 
 

 
○

は
、

重
点

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

 
事

前
に

備
え

る
べ
き
目

標
 

起
き

て
は

な
ら

な
い

最
悪

の
事

態
（

リ
ス

ク
シ

ナ
リ

オ
）

 
 

1
 

地
震

に
よ

る
建

物
等

の
倒

壊
や

火
災

に
よ

る
死

傷
者

の
発

生
 

○
 

2
 

広
域

に
わ

た
る

大
規

模
津

波
等

に
よ

る
多

数
の

死
者

の
発

生
 

○
 

3
 

異
常

気
象

等
に

よ
る

広
域

か
つ

長
期

的
な

市
街

地
等

の
浸

水
 

○
 

4
 

火
山

噴
火

に
よ

る
多

数
の

死
傷

者
の

発
生

の
み

な
ら

ず
、

後
年

度
に

わ
た

り
国

土
の

脆
弱

性
が

高
ま

る
事

態
 

○
 

5
 

大
規

模
な

土
砂

災
害

に
よ

る
多

数
の

死
傷

者
の

発
生

の
み

な
ら

ず
、

後
年

度
に

わ
た

り
国

土
の

脆
弱

性
が

高
ま

る
事

態
 

○
 

１
 

大
規

模
自

然
災

害
が

発
生

し
た

と
き

で
も

人
命

の
保

護
が

最
大

限
図

ら
れ

る
。

 

6
 

情
報

伝
達

の
不

備
や

災
害

に
対

す
る

意
識

の
低

さ
等

に
よ

る
避

難
行

動
の

遅
れ

等
で

多
数

の
死

傷
者

の
発

生
 

○
 

1
 

被
災

地
で

の
食

料
・

飲
料

水
等

、
生

命
に

関
わ

る
物

資
供

給
の

長
期

停
止

 
○

 

2
 

多
数

か
つ

長
期

に
わ

た
る

孤
立

集
落

等
の

同
時

発
生

 
 

3
 

警
察

、
消

防
、

海
保

、
自

衛
隊

等
の

被
災

等
に

よ
る

救
助

、
救

急
活

動
等

の
絶

対
的

不
足

 
○

 

4
 

救
助

・
救

急
、

医
療

活
動

の
た

め
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
供

給
の

長
期

途
絶

 
 

5
 

想
定

を
超

え
る

大
量

か
つ

長
期

の
帰

宅
困

難
者

（
観

光
客

を
含

む
）

へ
の

水
・

食
糧

等
の

供
給

不
足

 
 

6
 

医
療

施
設

及
び

関
係

者
等

の
絶

対
的

不
足

・
被

災
、

支
援

ル
ー

ト
の

途
絶

に
よ

る
医

療
機

能
の

麻
痺

 
○

 

7
 

被
災

地
に

お
け

る
疫

病
・

感
染

症
等

の
大

規
模

発
生

 
 

8
 

避
難

所
が

適
切

に
運

営
で

き
ず

避
難

所
の

安
全

確
保

が
で

き
な

い
事

態
 

 

２
 

大
規

模
自

然
災

害
発

生
直

後
か

ら
救

助
・
救

急
、
医

療
活

動
等

が
迅

速
に

行
わ

れ
る

。
 

9
 

緊
急

輸
送

路
等

の
途

絶
に

よ
り

救
急

・
救

命
活

動
や

支
援

物
資

の
輸

送
が

で
き

な
い

事
態

 
○

 

1
 

被
災

に
よ

る
警

察
機

能
の

大
幅

な
低

下
に

よ
る

治
安

の
悪

化
 

 

2
 

信
号

機
の

全
面

停
止

等
に

よ
る

重
大

交
通

事
故

の
多

発
 

 

３
 

大
規

模
自

然
災

害
発

生
直

後
か

ら
必

要
不

可
欠

な
行

政
機

能
は

確
保

す
る

 
3
 

県
・

市
町

の
職

員
・

施
設

等
の

被
災

に
よ

る
機

能
の

大
幅

な
低

下
 

○
 

1
 

電
力

供
給

停
止

等
に

よ
る

情
報

通
信

の
麻

痺
・

長
期

停
止

 
○

 
４

 
大

規
模

自
然

災
害

発
生

直
後

か
ら

必
要

不
可

欠
な

情
報

通
信

機
能

は
確

保
す

る
 

2
 

テ
レ

ビ
・

ラ
ジ

オ
放

送
の

中
断

等
に

よ
り

災
害

情
報

が
必

要
な

者
に

伝
達

で
き

な
い

事
態

 
 

 

事
前

に
備
え

る
べ

き
目

標
 

起
き

て
は

な
ら

な
い

最
悪

の
事

態
（

リ
ス

ク
シ

ナ
リ

オ
）

 
 

1
 

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

の
寸

断
等

に
よ

る
企

業
の

生
産

力
低

下
に

よ
る

経
済

活
動

の
停

滞
 

 

2
 

社
会

経
済

活
動

、
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
の

維
持

に
必

要
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
供

給
の

停
止

 
 

3
 

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト
・
重
要
な
産
業
施
設
の
損
壊
、
火
災
、
爆
発
等
 

 

4
 

基
幹

的
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（

陸
上

、
海

上
、

航
空
）
の
機
能
停
止
 

○
 

５
 

大
規

模
自

然
災

害
発

生
後

で
あ

っ
て

も
、

経
済

活
動

(
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
を

含
む

)
を

機
能

不
全

に
陥

ら
せ

な
い

 

5
 

食
料

等
の

安
定

供
給

の
停

滞
 

 

1
 

電
力

供
給

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
発

変
電

所
、

送
配

電
設

備
）

や
石

油
・

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

の
機
能

の
停

止
 

 

2
 

上
水

道
等

の
長

期
間

に
わ

た
る

供
給

停
止

 
 

3
 

汚
水

処
理

施
設

等
の

長
期

間
に

わ
た

る
機

能
停

止
 

 

4
 

地
域

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
分

断
す

る
事

態
 

 

5
 

応
急

仮
設
住

宅
等

の
住

居
支
援
対

策
の

遅
延

に
よ

る
避
難

生
活
の

長
期

化
 

 

６
 

大
規

模
自

然
災

害
発

生
後

で
あ

っ
て

も
、
生

活
・
経

済
活

動
に

必
要

最
低

限
の

電
気

、
ガ

ス
、

上
下

水
道

、
燃

料
、

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

等
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
こ

れ
ら

の
早

期
復

旧
を

図
る

 

6
 

被
災

者
へ
の

き
め

細
や

か
な
支
援

の
不

足
に

よ
る

心
身
の

健
康
被

害
の

発
生

 
 

1
 

風
評

被
害

等
に

よ
る

地
域

経
済

等
へ

の
甚

大
な

影
響

 
 

７
 

制
御

不
能

な
二

次
災

害
を

発
生

さ
せ

な
い

 
2
 

原
子

力
発

電
所

の
事

故
に

よ
る

放
射

性
物

質
の

放
出

 
 

1
 

大
量

に
発

生
す

る
災

害
廃

棄
物

の
処

理
の

停
滞

に
よ

り
復

旧
・

復
興

が
大

幅
に

遅
れ

る
事

態
 

 

2
 

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
崩

壊
、

治
安

の
悪

化
等

に
よ

り
復

旧
・

復
興

が
大

幅
に

遅
れ

る
事

態
 

 

3
 

新
幹

線
等

の
基

幹
イ

ン
フ

ラ
の

損
壊

に
よ

り
復

旧
・

復
興

が
大

幅
に

遅
れ

る
事

態
 

 

4
 

広
域

地
盤

沈
下

等
に

よ
る

広
域

・
長

期
に

わ
た

る
浸

水
被

害
の

発
生

に
よ

り
復

旧
・

復
興

が
大

幅
に

遅
れ
る

事
態

 
 

5
 

被
災

者
の

住
居

や
職

の
確

保
が

で
き

ず
生

活
再

建
が

大
幅

に
遅

れ
る

事
態

 
 

８
 

大
規

模
自

然
災

害
発

生
後

で
あ

っ
て

も
、
地

域
社

会
・
経

済
が

迅
速

に
再

建
・
回

復
で

き
る

条
件

を
整

備
す

る
 

6
 

道
路

啓
開

等
の

復
旧

・
復

興
を

担
う

人
材

等
の

不
足

に
よ

り
復

旧
・

復
興

が
大

幅
に

遅
れ

る
事

態
 

 

９
 

防
災

・
減

災
と

地
域

成
長

を
両

立
さ

せ
た

魅
力

あ
る

地
域

づ
く

り
 

1
 

企
業

・
住

民
の

流
出

等
に

よ
る

地
域

活
力

の
低

下
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 


